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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　公衆回線網を通じてＩＰ網に接続し、音声データを変換したＩＰパケットデータを送受
信することにより通話を行うＩＰ電話システムであって、
　前記公衆回線網又は前記ＩＰ網上に設置され、電話端末機が接続されている公衆回線網
に付与された公衆回線電話番号及びＩＰ電話番号と、当該電話端末機を特定する端末識別
子とを関連づけて登録するロケーションサーバと、
　前記公衆回線網上に設置され、前記電話端末機との間における音声信号の送受信によっ
て、該電話端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を該電話端末
機側から取得する音声応答部と、
　前記音声応答部により取得された情報について、前記ロケーションサーバにおける登録
内容を変更する変更登録部と
を有することを特徴とするＩＰ電話システム。
【請求項２】
　前記電話端末機に対する発呼処理があった場合に、該発呼処理に係る発信先のＩＰ電話
番号を前記ロケーションサーバに対して通知し、該電話端末機による前記ＩＰ網への接続
の可否又は該ＩＰ網への接続状態の変化に応じて、該ロケーションサーバから、前記電話
端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を取得する接続情報取得
部と、
　前記接続情報取得部が取得した電話端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又



(2) JP 4672011 B2 2011.4.20

10

20

30

40

50

は端末識別子に基づいて、当該発呼処理に係る発信先の電話端末機と、発信元の電話端末
機との通信を交換接続する交換接続部と
を有することを特徴とする請求項１に記載のＩＰ電話システム。
【請求項３】
　前記電話端末機又は該電話端末機側の終端装置に備えられ、当該電話端末機に付与され
たＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を記憶保持する端末情報記憶部と、
　当該電話端末機が接続されている公衆回線網に備えられ、該公衆回線の公衆回線電話番
号を取得する回線情報取得部と、
を有し、
　前記変更登録部は、これら端末情報記憶部及び回線情報取得部から、当該電話端末機の
公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を呼び出す機能を有することを特
徴とする請求項１に記載のＩＰ電話システム。
【請求項４】
　前記変更登録部は、前記電話端末機における操作信号又は音声信号を受信し、これらの
信号により特定される公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を取得する
機能を有することを特徴とする請求項１に記載のＩＰ電話システム。
【請求項５】
　公衆回線網を通じてＩＰ網に接続し、音声データを変換したＩＰパケットデータを送受
信することにより通話を行うＩＰ電話方法であって、
　前記公衆回線網又は前記ＩＰ網上に設置されたロケーションサーバにおいて、電話端末
機が接続されている公衆回線網に付与された公衆回線電話番号及びＩＰ電話番号と、当該
電話端末機を特定する端末識別子とを関連づけて登録しておき、
　前記公衆回線網上に設置された音声応答部における、前記電話端末機との間における音
声信号の送受信によって、該電話端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端
末識別子を該電話端末機側から取得し、
　前記音声応答部により取得された前記電話端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及
び／又は端末識別子について、前記ロケーションサーバにおける登録内容を変更する
ことを特徴とするＩＰ電話方法。
【請求項６】
　前記電話端末機に対する発呼処理があった場合に、該発呼処理に係る発信先のＩＰ電話
番号を前記ロケーションサーバに対して通知し、該電話端末機による前記ＩＰ網への接続
の可否又は該ＩＰ網への接続状態の変化に応じて、該ロケーションサーバから、前記電話
端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を取得するステップと、
　取得した電話端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子に基づい
て、当該発呼処理に係る発信先の電話端末機と、発信元の電話端末機との通信を交換接続
するステップと
を有することを特徴とする請求項５に記載のＩＰ電話方法。
【請求項７】
　前記電話端末機又は該電話端末機側の終端装置に備えられた端末情報記憶部において、
当該電話端末機に付与されたＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を記憶保持しておくとと
もに、当該電話端末機が接続されている公衆回線網に備えられた回線情報取得部において
、該公衆回線の公衆回線電話番号を取得し、
　前記変更登録部は、前記端末情報記憶部及び回線情報取得部から、当該電話端末機の公
衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を呼び出し、前記登録内容の変更を
実行する
ことを特徴とする請求項５に記載のＩＰ電話方法。
【請求項８】
　前記変更登録部は、前記電話端末機における操作信号又は音声信号を受信し、これらの
信号により特定される公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を取得し、
前記登録内容の変更を実行することを特徴とする請求項５に記載のＩＰ電話方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、いわゆるＩＰ電話において、ユーザーが使用する通信端末の場所を変えて他
の回線でも使用可能とするＩＰ電話システム及びＩＰ電話方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、携帯電話やモバイル端末など通信機器の多様化が進み個人が複数の通信機器
を利用するに至っている。特に、近年にあっては、ブロードバンドが急速に普及しており
、音声データも大容量の高速回線で送受信することができるようになっている。そこで、
そのＩＰ網を利用して音声通話を可能にするＩＰ電話端末が注目を集めている（例えば、
特許文献１参照）。
【０００３】
　このＩＰ電話では、０３…などいわゆる０ＡＢ－Ｊと呼ばれる公衆回線用電話番号に紐
付けされたＩＰ電話番号（例えば、”０５０－…”）が付与され、このＩＰ電話番号を用
いて、インターネット上のコールエージェントに接続し、コールエージェントでＩＰ電話
番号に紐付けされたＩＰアドレスやＭＡＣアドレス等に基づき、音声データが変換された
ＩＰパケットデータを、発信元と発信先との間で送受信可能とする。
【特許文献１】特開２００３－２５０００５号公報
【発明の開示】
【０００４】
　しかしながら、従来のＩＰ電話では、上述したように、ＩＰ電話番号が公衆回線用電話
番号に紐付けされていることから、例えば、転居等によりユーザーが移動し、当該ユーザ
ーが使用する通信端末の場所が変わり、使用する公衆回線が変更された場合には、当該ユ
ーザーが有するＩＰ電話番号が使用できなくなり、新たなＩＰ電話番号を取得しなければ
ならないという問題があった。また、一時的にユーザーの場所が変わる場合には、新たに
ＩＰ電話番号を取得することなく、普段使用しているＩＰ電話番号を移動先においてもそ
のまま使用したいという要請もある。
【０００５】
　そこで、本発明は、かかる課題に鑑みてなされたもので、音声データをＩＰパケットデ
ータによって送受信することにより通話を行うＩＰ電話において、ユーザーが使用する端
末の場所が変わっても、同一のＩＰ電話番号を使用することができるＩＰ電話システム及
びＩＰ電話方法を提供することを課題とする。
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は、公衆回線網を通じてＩＰ網に接続し、音声デー
タを変換したＩＰパケットデータを送受信することにより通話を行うＩＰ電話システム及
び方法であって、公衆回線網又はＩＰ網上に設置されたロケーションサーバにおいて、電
話端末機が接続されている公衆回線網に付与された公衆回線電話番号及びＩＰ電話番号と
、当該電話端末機を特定する端末識別子とを関連づけて登録しておき、公衆回線網上に設
置された音声応答部における前記電話端末機との間における音声信号の送受信によって、
該電話端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を該電話端末機側
から取得し、この音声応答部により取得された電話端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話
番号及び／又は端末識別子について、ロケーションサーバにおける登録内容を変更する。
【０００７】
　なお、本発明において公衆回線電話番号とは、いわゆる０ＡＢ～Ｊ番号と呼ばれる０で
始まり９桁の数字が続く加入固定電話に割り当てられる電話番号であり、ＩＰ電話番号と
は、「０５０」で始まるＩＰ電話用の番号や、一定の条件を満たした場合の０ＡＢ～Ｊ形
式の番号である。また、本発明において端末識別子とは、各端末や各ユーザーに固有の識
別子であり、例えばＭＡＣアドレス、ＩＰアドレスのほか、ＳＩＰ－ＵＲＬ、ユーザーＩ
Ｄ、パスワード等が含まれる。
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【０００８】
　このような本発明によれば、ロケーションサーバには、各ユーザーの公衆回線電話番号
やＩＰ電話番号、端末識別子が相互に関連づけられ一纏めとして登録され、この登録情報
は、公衆回線網上の音声応答部に電話をかけることによって、現在電話端末機が接続され
ている回線に適合するように適宜更新されることから、ユーザーが移動した場合であって
も、移動先の公衆回線電話番号とＩＰ電話番号等とが紐付けされていることとなり、当該
ユーザーは、一定のＩＰ電話番号を使用することができる。
【０００９】
　上記発明において、電話端末機に対する発呼処理があった場合に、発呼処理に係る発信
先のＩＰ電話番号をロケーションサーバに対して通知し、電話端末機によるＩＰ網への接
続の可否又は該ＩＰ網への接続状態の変化に応じて、ロケーションサーバから、電話端末
機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を取得し、取得した電話端末
機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子に基づいて、当該発呼処理に
係る発信先の電話端末機と、発信元の電話端末機との通信を交換接続することが好ましい
。
【００１０】
　この場合には、ユーザーが移動した場合であっても、ロケーションサーバにおいて移動
先の公衆回線電話番号とＩＰ電話番号等とが紐付けされており、交換接続の際に、ロケー
ションサーバに問い合わせを行うことによって、発信先ユーザーの居場所に関わらず、一
定の電話番号を用いて通信を確立させることができる。
【００１１】
　上記発明において、電話端末機又は電話端末機側の終端装置に備えられた端末情報記憶
部において、当該電話端末機に付与されたＩＰ電話番号及び／又は端末識別子を記憶保持
しておくとともに、当該電話端末機が接続されている公衆回線網に備えられた回線情報取
得部において、公衆回線の公衆回線電話番号を取得し、変更登録部は、端末情報記憶部及
び回線情報取得部から、当該電話端末機の公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端
末識別子を呼び出し、登録内容の変更を実行することが好ましい。
【００１２】
　この場合には、ロケーションサーバへの登録処理を、電話端末機又は終端装置により自
動的に行うことができるため、ユーザーは、電話端末機又は終端装置を移動させるだけで
、特別な操作を要求されることなく、上記登録内容の更新を行うことができる。
【００１３】
　上記発明において、変更登録部は、電話端末機における操作信号又は音声信号を受信し
、これらの信号により特定される公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号及び／又は端末識別子
を取得し、登録内容の変更を実行することが好ましい。
【００１４】
　この場合には、例えば電話端末機におけるボタン操作による信号を受信したり、或いは
、発話による音声信号を認識処理したりすることによって、ユーザーは電話端末機や終端
装置を移動させなくても、必要な情報を手動によってロケーションサーバに送信し、これ
により上記登録内容の変更を実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態に係るＩＰ電話システムの概要を示す構成図である。
【図２】実施形態に係る各装置の内部構成を示すブロック図である。
【図３】実施形態に係るＩＰ電話システムにおけるユーザー移動時の動作（自動登録）を
示す説明図である。
【図４】実施形態に係るＩＰ電話システムにおけるユーザー移動時の動作（手動登録）を
示す説明図である。
【図５】実施形態に係るＩＰ電話システムにおけるユーザー移動時の動作（自動登録）を
示すフロー図である。
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【図６】実施形態に係るＩＰ電話システムにおけるユーザー移動時の動作（手動登録）を
示すフロー図である。
【図７】実施形態に係るＩＰ電話システムにおける発呼処理を示すフロー図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の最良の実施形態について図を参照して説明する。
【００１７】
（ＩＰ電話システム）
　図１は、本実施形態に係るＩＰ電話システムの概要を示す構成図である。なお、説明中
で用いられる「モジュール」とは、装置や機器等のハードウェア、或いはその機能を持っ
たソフトウェア、又はこれらの組み合わせなどによって構成され、所定の動作を達成する
ための機能単位を示す。
【００１８】
　本実施形態において通信網は、主としてＩＰ網４とＰＳＴＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓｗｉｔ
ｃｈｅｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ：公衆交換電話網）５とから構成され
、これらＩＰ網４とＰＳＴＮ５とはゲートウェイ４ｄ及び５ｂにて相互に接続されている
。なお、本実施形態では、一人のユーザーＸが、電話端末機１ａを用い、これと他のユー
ザー（例えば、ユーザーＹ）が利用する電話端末機２ａとの間で通話を行う場合を例に説
明する。
【００１９】
　ＩＰ網４は、通信プロトコルＴＣＰ／ＩＰを用いて種々の通信回線（電話回線やＩＳＤ
Ｎ回線、ＡＤＳＬ回線などの公衆回線、専用回線、無線通信網）を相互に接続して構築さ
れる分散型の通信ネットワークであり、このＩＰ網４には、１０ＢＡＳＥ－Ｔや１００Ｂ
ＡＳＥ－ＴＸ等によるイントラネット（企業内ネットワーク）や家庭内ネットワークなど
のＬＡＮなども含まれる。ＰＳＴＮ５は、一般の加入電話回線の通信ネットワークであり
、電話端末機１ａから線交換方式で相手の電話端末機２ａに接続して、これらの間で音声
通話が可能となっている。また、上記ゲートウェイ４ｄ及び５ｂは、各ネットワーク上で
、媒体やプロトコルが異なるデータを相互に変換して通信を可能にする機器であり、通信
媒体や伝送方式の相異を吸収して異機種間の接続を可能としている。
【００２０】
　上記通信網上にはアクセスゲートウェイ（ＡＧＷ）４ａ～ｃ及び５ａが設置されており
、各種固定電話等が接続されている。特に、ＡＧＷ４ａ～ｃは、スプリッターや交換機、
ＤＳＲＡＭ等の設備を有し、ＩＰ網４とＰＳＴＮ５との分岐局の役割も果たしており、デ
ータ通信に係るＩＰパケットデータをＩＰ網４側に接続し、音声通話に係る音声信号をＰ
ＳＴＮ５側に接続する。特に、ＩＰ電話が利用できない場合に、ＩＶＲ（Ｉｎｔｅｒａｃ
ｔｉｖｅ　Ｖｏｉｃｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ：音声自動応答装置）８に付与された電話番号
を発呼することによって、これらＡＧＷ４ａ～ｃは、電話端末機１ａとＰＳＴＮ５側のＩ
ＶＲ８とを接続し、レジストラシステム７を通じてロケーションサーバ３に登録された接
続情報を更新することができる。
【００２１】
　なお、ＡＧＷ４ａ～４ｃは、ＩＰ電話に対応しており、これらＡＧＷ４ａ～４ｃとユー
ザー電話端末機側とは、ＡＤＳＬ等のブロードバンド回線１０ａ又は１０ｂで接続されて
いる。また、ＡＧＷ５ａは、公衆電話回線用のゲートウェイ装置であり、ＡＧＷ５ａとユ
ーザー電話端末機側とは、通常のメタリック回線１０ｃで接続されている。
【００２２】
　いま、移動元のＡＧＷ４ａには、終端装置１ｂを介してユーザーＸが使用する電話端末
機１ａが、接続されている。終端装置１ｂは、電話端末機１ａをＩＰ網４に接続するため
の装置であり、電話回線に接続する際にディジタルデータと音声信号との相互変換を行う
モデム等の変復調装置や、ＡＤＳＬ回線に接続する際にＡＤＳＬ信号とＬＡＮ回線との相
互変換を行うＡＤＳＬモデム等の信号変換機、ＩＳＤＮ回線に接続するために必要となる
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ＤＳＵやターミナルアダプタ等の装置が含まれる。
【００２３】
　また、ＩＰ網４上には、各ＳＩＰサーバ６ａ～６ｃが設置されている。これらのＳＩＰ
サーバ６ａ～６ｃは、ＩＰ網４上で電話サービスを提供する際に、中継交換機の機能をＩ
Ｐ網４に代用させる呼制御装置である。具体的に、これらＳＩＰサーバ６ａ～６ｃは、交
換接続に際し、ユーザーＩＤやパスワード、ＳＩＰ－ＵＲＬ、電話番号（公衆回線電話番
号又はＩＰ電話番号）とＩＰアドレス、ＭＡＣアドレス等の端末識別子とを関連づけたテ
ーブルデータを有しており、このテーブルデータを参照し、発信元及び発信先の電話番号
から双方のＩＰアドレスを検索し、ＩＰパケットの送受による通信を確立させる。
【００２４】
　次いで、上記システムを構成する各装置の内部構成について説明する。図２は、各装置
の内部構成を示すブロック図である。
【００２５】
　具体的に電話端末機１ａは、音声通話部１１と、回線監視部１２と、端末情報記憶部１
３と、通信インターフェース（Ｉ／Ｆ）１４と、ＶｏＩＰ部１５とを備えている。なお、
ここでは、これらの各モジュール１１～１５を電話端末機１ａに一括して備えさせた場合
を例に説明するが、例えば、これらのモジュールを終端装置１ｂに設けたり、電話端末機
１ａ及び終端装置１ｂに分散させて備えさせてもよい。
【００２６】
　音声通話部１１は、音声信号を送受信することによって通常の通話を実行するモジュー
ルであり、例えば受話器のマイクより入力される音声を音声信号として通信Ｉ／Ｆ１４よ
り回線を通じて送信する一方、回線を通じて受信される音声信号を音声として受話器のス
ピーカーから出力する。また、この音声通話部１１は、ＶｏＩＰ部１５に接続されており
、インターネット電話が可能な場合には、音声信号をＶｏＩＰ部１５を通じてＩＰパケッ
トデータとして送受信し、ＩＰ網４を通じた通話を行う。
【００２７】
　また、この音声通話部１１は、ＩＶＲ８に備えられたＤＴＭＦ（Ｄｉａｌ　Ｔｏｎｅ　
Ｍｕｌｔｉ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）復調器に対してプッシュ音又はトーン信号と呼ばれる
音声信号を発信する機能を備えており、端末情報記憶部１３に記憶された端末識別子を読
み出し、これを自動的に音声信号として送信する機能も備えている。なお、この端末情報
の送信は、回線監視部１２からの制御信号に応じて実行される。
【００２８】
　ＶｏＩＰ部１５は、ＶｏＩＰ機能によるインターネット電話を実現するモジュールであ
る。このＶｏＩＰ機能としては、音声通話部１１から入力される音声信号をＩＰパケット
データに変換し、通話相手の端末に送信し、通話相手の端末から受信されたＩＰパケット
データを音声信号に変換し、音声通話部１１に入力し、これにより、ＩＰ網４上の電話端
末機２ａや、ＰＳＴＮ５上の固定電話（図示せず）との間で通話を行うことができる。ま
た、ＶｏＩＰ部１５は、ＩＰ網４上のＤＨＣＰサーバから当該電話端末機１ａに割り振ら
れたＩＰアドレス（もしくはＳＩＰ　ＩＤ）に基づいてＩＰパケットの送受信を行うとと
もに、この割り振られたＩＰアドレス（もしくはＳＩＰ　ＩＤ）を端末情報記憶部１３に
記憶させ、必要に応じてＩＶＲ８に通知させる機能を備えている。
【００２９】
　回線監視部１２は、回線の接続状態を監視するモジュールである。具体的には、ＩＰ網
４上に設置された所定のＳＩＰサーバに対して、定期的或いは装置の起動時に制御信号を
送信し、この制御信号に対する返信信号を監視し、ＳＩＰサーバに対して接続可能である
か否かを検出する。返信信号が取得されない場合には、回線の接続状態が変化したと判断
し、ＩＰ網４に接続可能か、ＰＳＴＮ５にのみ接続可能であるかを判断する。
【００３０】
　端末情報記憶部１３は、当該電話端末機１ａやユーザーＸを特定するために必要な端末
識別子を記憶しておき、ＳＩＰサーバやロケーションサーバからの要求に応じて、これら
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の識別子を音声通話部１１を通じて送信するためのメモリ装置等の記憶装置である。具体
的に、この端末情報記憶部１３は、端末識別子（ユーザー識別子）として、「０５０」で
始まるＩＰ電話用の番号や、一定の条件を満たした場合の０ＡＢ～Ｊ形式の番号、各端末
や各ユーザーに固有の識別子であり、例えばＭＡＣアドレス、ＩＰアドレスのほか、ＳＩ
Ｐ－ＵＲＬ、ユーザーＩＤ、パスワード等が含まれる。
【００３１】
　ＩＶＲ８は、音声による自動応答を行うコンピュータシステムであり、発信者のダイヤ
ル操作やプッシュ操作による操作信号を受信し、これに応じて予め録音してあるメッセー
ジ音声を発信者側に自動的に再生するモジュールである。
【００３２】
　具体的に、このＩＶＲ８は、音声信号による通信接続を可能とするための通信Ｉ／Ｆ４
１に加え、電話端末機１ａからＤＴＭＦにより送信された端末識別子や、当該ＩＶＲ８に
対して発呼してきた公衆回線に付与された公衆回線電話番号を取得する情報取得部８２を
備えている。
【００３３】
　すなわち、この情報取得部８２は、ＤＴＭＦ復調器を備えており、電話端末機側から送
信されるプッシュ音、トーン信号等の音声信号を復調し、ＳＩＰＩＤ、ＭＡＣアドレス等
の端末識別子を、電話端末から自動的に受信する。また、情報取得部８２は、番号通知サ
ービス等により、当該ＩＶＲ８に接続されている加入回線の公衆回線電話番号を取得し、
この公衆回線電話番号をレジストラシステム７に対して、電話端末機やユーザーを識別す
る情報として送信する。さらに、情報取得部８２には、音声認識機能が設けられており、
ユーザーの発話による音声信号により特定される接続情報（公衆回線電話番号、ＩＰ電話
番号又は端末識別子）を取得することが可能となっている。
【００３４】
　なお、このＩＶＲ８には、例えば、電話端末機１ａが社内ＬＡＮ上に設置されＮＡＴ（
Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｄｄｒｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ）越えの設定となっているな
ど、一つのグローバルなＩＰアドレスを複数の電話端末機で共有している場合には、前回
使用された（接続時アサインされていた）ＩＰアドレスと移動先電話回線番号を端末識別
子として取得する。
【００３５】
　一方、ＳＩＰサーバ６ａ～ｃは、上述した呼制御装置としての機能を果たす交換接続部
６２及び通信Ｉ／Ｆ６３を備えている。また、これらＳＩＰサーバ６ａ～ｃには、固有の
サーバアドレスが付与されており、電話端末機１ａや２ａは、サーバアドレスにより特定
されるＳＩＰサーバにアクセスし、ユーザーＩＤやパスワードを送信することによって認
証処理を実行し、ＩＰ電話を可能とする。ＳＩＰサーバ６ａ～ｃは、認証された電話端末
機の端末識別子（ＭＡＣアドレスやＩＰアドレス）と、通話先の電話端末機の端末識別子
に基づいて、ＩＰパケットの送受信を中継し、ＩＰ網４を通じた音声通話を確立させる。
【００３６】
　また、これらＳＩＰサーバ６ａ～ｃは、ロケーションサーバ３との連携のために、接続
情報取得部６１を備えている。この接続情報取得部６１は、電話端末機１ａに対する発呼
処理があった場合に、電話端末機１ａのＩＰ電話番号をロケーションサーバ３に対して通
知し、電話端末機１ａによるＩＰ網４への接続の可否又は接続状態の変化に応じて、ロケ
ーションサーバ３から、電話端末機１ａの接続情報（公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号、
端末識別子等）を取得するモジュールである。ここでいう電話端末機１ａのＩＰ網４への
接続の可否とは、電話端末機１ａにおいてＩＰ電話が可能であるか否かの判断や、同一の
ＩＰ電話サービス内における通話かを判断する。
【００３７】
　交換接続部６２は、発信元と発信先とが同一網内（同一通信サービス同士）であれば、
通常通りの交換接続処理を行う一方、例えば、電話端末機１ａやユーザーＸが移動し、回
線電話番号が変更され、通常の交換接続処理が実行できない場合に、接続情報取得部６１
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が取得した電話端末機（発信先及び発信元）の公衆回線電話番号やＩＰ電話番号、端末識
別子に基づいて、当該発呼処理に係る発信先の電話端末機と、発信元の電話端末機との通
信を交換接続する。
【００３８】
　なお、図１中に示すレジストラシステム７は、ＰＳＴＮ５上に設置され、変更登録部７
２を備えたシステムであり、ＩＶＲ８を通じて電話端末機１ａからの接続情報の取得を行
い、取得した情報をロケーションサーバ３に登録（又は登録内容の更新）する。
【００３９】
　具体的に、変更登録部７２は、所定のプロトコルによりＩＶＲ８と通信を行い、必要な
データを自動的に送受信するモジュールであり、ＩＶＲ８を介して、端末情報記憶部１３
及び情報取得部８２から、電話端末機１ａの公衆回線電話番号、ＩＰ電話番号又は端末識
別子を呼び出す。
【００４０】
　ロケーションサーバ３は、ユーザーが現在接続されている回線、又は所属しているＳＩ
Ｐサーバをユーザー毎に登録し、管理するサーバであり、通信網上の各ＳＩＰサーバやレ
ジストラシステムと接続されており、これらのＳＩＰサーバやレジストラシステムから通
知される情報に基づいて、ユーザーに関する情報を管理する。
【００４１】
　具体的に、ロケーションサーバ３は、ユーザー管理データベース３ａを備えており、こ
のユーザー管理データベース３ａには、各ユーザーの、ＩＰ番号、公衆回線電話番号、Ｍ
ＡＣアドレス、ＳＩＰ－ＵＲＬ（サーバアドレスを含む）、ＩＰアドレス等、接続交換に
必要な接続情報が蓄積されたテーブルデータＴ１が格納されている。なお、このテーブル
データＴ１に格納されるＩＰアドレスを、各ＩＰ電話端末に対してユニークに割り振られ
るＧｌｏｂａｌ　ＩＰアドレスとしてもよく、ＩＰ電話端末のＧｌｏｂａｌ　ＩＰアドレ
スから移動先電話回線番号を検索するようにしてもよい。
【００４２】
　また、ロケーションサーバ３は、通信管理部３２及びデータベース検索部３３とを備え
ており、これら通信管理部３２及びデータベース検索部３３とにより、ＳＩＰサーバ６ａ
～ｃ及びレジストラシステム７から通知される変更内容を取得し、ユーザー管理データベ
ース３ａの更新を行ったり、ＳＩＰサーバ６ａ～ｃ等からの問い合わせに対して、現在ユ
ーザーが接続されている回線に関する接続情報を返答する。
【００４３】
（ＩＰ電話方法）
　以上の構成を有するＩＰ電話システムを動作させることによって、本発明のＩＰ電話方
法を実施することができる。図３～５は、本実施形態に係るＩＰ電話システムにおけるユ
ーザー移動時の動作を示す説明図及びフローチャート図である。なお、ここでは、ロケー
ションサーバ３のユーザー管理データベース３ａには、各ユーザーのユーザー登録及び利
用する複数の通信端末（ＩＰ電話アプリケーションを含む）の電話番号等の登録が完了し
ているものとする。
【００４４】
　いま、ユーザーＸが移動し、異なる回線を利用して通話を行おうとしているものとする
。このユーザーＸの移動の形態としては、例えば転居のように電話端末機１ａとともに移
動する場合と、単にユーザーＸのみが移動し、移動先の電話端末機を利用する場合とが挙
げられる。
【００４５】
　電話端末機１ａとともに移動する場合には、電話端末機１ａに備えられた端末情報記憶
部１３に記憶されている接続情報を自動的にロケーションサーバ３に通知することにより
、簡便な操作で登録内容の変更を行うことができる。一方、ユーザーのみが移動する場合
には、ＩＶＲ８の対話形式による操作により、手動で必要な情報を入力する必要がある。
【００４６】



(9) JP 4672011 B2 2011.4.20

10

20

30

40

50

　また、移動の形態としては、移動先の回線種別によって、ＩＰ網への移動と、ＰＳＴＮ
への移動とがある。ＩＰ網への移動の場合は、移動後もＩＰ電話が利用可能であるため、
ＩＰ電話に必要な情報をロケーションサーバ３に登録する必要があり、ＰＳＴＮへの移動
の場合には、移動後はＩＰ電話が利用できないため、その旨の登録（公衆回線電話番号の
みを登録し、その他の接続情報（ＭＡＣアドレスやＩＰアドレス等）を削除するなど）と
、公衆回線への接続を可能とするための情報をロケーションサーバ３に登録する必要があ
る。
【００４７】
（１）電話端末機とともに移動する場合
　先ず、ユーザーが電話端末機とともに移動する場合について説明する。図３に示すよう
に、電話端末機とともに移動する場合には、電話端末機に備えられた自動更新機能を利用
してロケーションサーバ３における登録内容の変更処理を行うことができる。なお、この
場合においても、ユーザーの選択、或いは網側の状況に応じて手動による処理も可能であ
る。
【００４８】
　いま、ユーザーＸが移動し、移動先において電話端末機１ａを移動先の電話回線に接続
した状態にあるとする。電話端末機１ａの回線監視部１２は、ＩＰ網４上に設置された所
定のＳＩＰサーバに対して、定期的或いは装置の起動時に制御信号を送信し、この制御信
号に対する返信信号を監視し、ＳＩＰサーバに対して接続可能であるか否かを判定する（
Ｓ１０１及びＳ１０２）。
【００４９】
　そして、ステップＳ１０２において、返信信号が取得されている場合には、現在の登録
内容で引き続き通信が可能であると判断し、現状を維持し回線監視を続け（Ｓ１０２にお
ける”Ｎ”）、返信信号が取得されない場合には、回線の接続状態が変化したと判断し（
Ｓ１０２における”Ｙ”）、ステップＳ１０３に移行し、ＩＰ網４に接続可能（ブロード
バンド接続可能）かを判断する。
【００５０】
　ステップＳ１０３において、ＩＰ接続が可能であると判断した場合には（Ｓ１０３にお
ける”Ｙ”）、ＩＰ回線（「０５０」等のＩＰ電話番号が利用可）として登録更新を開始
する（Ｓ１０４）。先ず、ＰＳＴＮ５上のＩＶＲ８に対して発呼を行い、ＩＶＲ８に接続
する。ここで電話端末機１ａに備えられた自動更新機能を利用するか、ユーザーによる手
動操作によるかを選択し（Ｓ１０５）、自動更新を行う場合（Ｓ１０５における”Ｙ”）
、ＩＶＲ８は、端末情報記憶部１３や情報取得部８２から取得される接続情報をレジスト
ラシステム７の変更登録部７２に送信する（Ｓ１０７及びＳ２０１ａ）。なお、このとき
、ユーザーの移動が同一のサービス内での移動の場合は、例えば、ＭＡＣアドレスなどの
端末識別子のみに基づいてＩＰ電話番号を検索できるため、不要な情報の送受信を省略し
てもよい。
【００５１】
　ステップＳ１０５において手動で更新を行うことを選択したときには、ＩＶＲ８に対し
て発呼することにより、ＩＶＲ８による音声対応が開始され、この音声対応に従って、ダ
イヤルプッシュや音声発話により必要な情報をＩＶＲ８に対して送信する（Ｓ１０６及び
Ｓ２０１ｂ）。この手動による更新では、全ての端末情報を入力せず、例えばユーザーＩ
Ｄ、パスワード及びＩＰ番号のみを入力し、レジストラシステム７又はロケーションサー
バ３において、ユーザーＩＤ、パスワード等を用いて、該当するＳＩＰサーバに対し、問
い合わせをすることにより、その他の情報（ＭＡＣアドレス等）を取得するようにしても
よい。
【００５２】
　一方、ステップＳ１０３において、ＩＰ接続ができないと判断した場合には（Ｓ１０３
における”Ｎ”）、公衆回線（０ＡＢ～Ｊ番号のみ使用可）として登録更新を行う（Ｓ１
０８）。すなわち、ＰＳＴＮ５上のＩＶＲ８に対して発呼を行い、ＩＶＲ８に接続し、電
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話端末機１ａに備えられた自動更新機能を利用するか、ユーザーによる手動操作によるか
を選択し（Ｓ１０９）、自動更新を行う場合には（Ｓ１０９における”Ｙ”）、端末情報
記憶部１３や情報取得部８２により取得された接続情報を、ＩＶＲ８からレジストラシス
テム７の変更登録部７２に送信する（Ｓ１１０及びＳ２０２ａ）。なお、上記同様、ステ
ップＳ１０９において手動で更新を行うことを選択したときには、音声対応に従ってダイ
ヤルプッシュや音声発話にて必要な情報を送信する（Ｓ１１１及びＳ２０２ｂ）。
【００５３】
　ＩＶＲ８は、このようにして取得された移動先の接続情報の変更を、レジストラシステ
ム７に報告し、この報告に応じてレジストラシステム７は、ロケーションサーバ３のユー
ザー管理データベース３ａの更新を行う（Ｓ３０１、Ｓ３０２及びＳ４０１）。すなわち
、移動先においてＩＰ電話が利用可能である場合には、移動先の公衆電話番号と、ＭＡＣ
アドレス等の端末識別子とが更新登録され、移動先においてＩＰ電話が利用できない場合
には、移動先の公衆電話番号のみが登録され、ＩＰ電話に必要な他の端末識別子等は削除
される。
【００５４】
（２）ユーザーのみが移動する場合
　次いで、ユーザーのみが移動し、移動先にある電話端末機で移動元で使用していたＩＰ
番号で着信可能とする場合について説明する。図４に示すように、移動先の電話端末機（
１ａとする。）を使用する場合には、手動操作にて必要最低限の情報をレジストラシステ
ム７に送信し、この送信された情報に基づいてロケーションサーバ３が該当するＳＩＰサ
ーバに問い合わせを行い、他の情報を取得して登録内容の変更処理を行う。
【００５５】
　先ず、ＰＳＴＮ５上のＩＶＲ８に対して発呼を行い、ＩＶＲ８に接続する（Ｓ５０１）
。そして、ＩＶＲ８のガイダンスに従って、ダイヤルプッシュや音声発話にて必要な情報
を送信する（Ｓ５０２）。この手動による更新では、全ての端末情報を入力せず、例えば
ユーザーＩＤ、パスワード及びＩＰ番号のみを入力するようにしてもよい。
【００５６】
　これと併せて、ＩＶＲ８では、現在ユーザーＸが使用している移動先の公衆回線電話番
号を、例えば番号通知サービス等を用いて取得し、取得した電話番号をレジストラシステ
ム７に通知する（Ｓ６０１）。なお、移動先の公衆回線が番号通知サービスを実施してい
ない場合には、ユーザーが手動にて当該公衆回線の電話番号を入力して送信する。
【００５７】
　レジストラシステム７では、このようにして取得されたユーザーＩＤ、パスワード、Ｉ
Ｐ番号及び公衆回線電話番号を用いて、該当するＳＩＰサーバ（ユーザーＸが移動元にお
いて所属していたＳＩＰサーバ）に対して問い合わせを行い、その他の情報（ＭＡＣアド
レス、ＩＰアドレス等）を取得する。なお、このとき、移動先においてＩＰ電話が利用で
きない環境である場合には、ＩＰ電話のための接続情報は取得されず、移動先の公衆回線
電話番号のみが接続情報となる。
【００５８】
　このようにして取得された移動先の接続情報を用いて、レジストラシステム７は、ロケ
ーションサーバ３のユーザー管理データベース３ａの更新を行う（Ｓ７０１、Ｓ７０２及
びＳ８０１）。すなわち、移動先においてＩＰ電話が利用可能である場合には、移動先の
公衆電話番号と、ＭＡＣアドレス等の端末識別子とが更新登録され、移動先においてＩＰ
電話が利用できない場合には、移動先の公衆電話番号のみが登録され、ＩＰ電話に必要な
他の端末識別子等は削除される。
【００５９】
（３）移動先への発信
　このようにしてロケーションサーバ３の登録内容を変更した後に、移動先のユーザーＸ
に対して発信を行う手順について説明する。図７は、移動先のユーザーＸに対して発信を
行う手順を示すフローチャート図である。なお、ここでは、ＩＰ電話が利用可能なユーザ
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ーＹから発信する場合を例に説明する。
【００６０】
　先ず、ユーザーＹがユーザーＸに対して発呼を行う（Ｓ９０１）。このとき、ユーザー
Ｙは、ユーザーＸが移動元で使用していたＩＰ電話番号（”０５０－ｘｘｘ－ｘｘｘｘ”
）で発呼する。この発呼処理は、ユーザーＹが所属するＳＩＰサーバ６ｃに送信され、Ｓ
ＩＰサーバ６ｃにおいて接続交換が開始される。
【００６１】
　ＳＩＰサーバ６ｃでは、先ず、ユーザーＸがユーザーＹと同一の網内（或いは同一の通
信会社による同一のサービス内）に居るのか否かを判断する（Ｓ９０２）。ユーザーＸと
ユーザーＹの両者が同一サービス内にいるのであれば（ステップＳ９０２における”Ｙ”
）、ＳＩＰサーバ６ｃが保持する接続情報のみを用いて通常の接続処理を行う（Ｓ９０８
）。
【００６２】
　一方、ユーザーＸの移動先が同一サービス内でないときには（ステップＳ９０２におけ
る”Ｎ”）、ＳＩＰサーバ６ｃは、ロケーションサーバ３に問い合わせを行う（Ｓ９０３
）。この問い合わせに際し、ＳＩＰサーバ６ｃは、ユーザーＹが発呼したユーザーＸのＩ
Ｐ電話番号（”０５０－ｘｘｘ－ｘｘｘｘ”）をロケーションサーバ３に送信し、ＩＰ電
話番号（”０５０－ｘｘｘ－ｘｘｘｘ”）に紐付けされたその他の接続情報を取得する（
Ｓ９０４）。
【００６３】
　次いで、このＳＩＰサーバ６ｃは、取得された接続情報を解析し、接続方式を選択する
（Ｓ９０５）。具体的には、ユーザーＸの移動先の回線がＩＰ電話を利用できるのか否か
を判断する。すなわち、ステップＳ９０４で取得された接続情報が、移動先の公衆回線電
話番号（”０ａｂ－ｘｘｘ－ｘｘｘｘ”）のみであり、ＩＰ電話に必要なその他の情報（
例えばＭＡＣアドレスやＩＰアドレス）が紐付けされていないときには、公衆回線網への
接続（Ｓ９０９）を選択する（ステップＳ９０５における”Ｎ”）。
【００６４】
　また、ステップＳ９０４で取得された接続情報が、移動先の公衆回線電話番号（”０ａ
ｂ－ｘｘｘ－ｘｘｘｘ”）と、これに紐付けされたＩＰ電話に必要なその他の情報とであ
るときには、これらの情報を用いてＩＰ網への接続を選択する（ステップＳ９０５におけ
る”Ｙ”）。このＩＰ網への接続に際し、ユーザーＸには他のＳＩＰサーバ経由でなけれ
ば接続できないことから、該当するＳＩＰサーバへ接続し（Ｓ９０６）、通信を確立させ
る。以上の手順により、移動先のユーザーＸとの通話を開始する（Ｓ９０７）。
【００６５】
（本実施形態による作用・効果）
　以上説明した本実施形態に係るＩＰ電話システム及び方法によれば、ロケーションサー
バ３には、ユーザーＸの移動先における接続情報（公衆回線電話番号やＩＰ電話番号、端
末識別子）が相互に関連づけられ一纏めとして登録されていることから、ユーザーＸが移
動した場合であっても、ロケーションサーバ３に問い合わせを行うことにより、一定のＩ
Ｐ電話番号を使用することができる。
【００６６】
　また、本実施形態においては、電話端末機１ａ又は終端装置１ｂに、登録内容の変更の
際に必要となる接続情報が記憶されているため、ロケーションサーバ３への登録処理を自
動的に行うことができるため、ユーザーＸは、電話端末機１ａ又は終端装置１ｂを移動さ
せるだけで、特別な操作を要求されることなく、上記登録内容の更新を行うことができる
。
【００６７】
　また、ＩＶＲ８を備えているため、登録内容の更新に際し、ユーザーＸは、例えばボタ
ン操作の操作信号や、発話による音声信号によって、電話端末機や終端装置を移動させな
くても、必要な情報を手動（或いは発話）によってロケーションサーバ３に送信すること
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ができ、これにより上記登録内容の変更を実行することができる。
【００６８】
　この結果、本実施形態によれば、ＩＰ電話において、ユーザーＸの場所が変わっても、
移動先における接続に必要な情報をロケーションサーバ３に対して登録（或いは登録内容
の更新）を行うことで、移動先において一定のＩＰ電話番号を使用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００６９】
　本発明によれば、音声データをＩＰパケットデータによって送受信することにより通話
を行うＩＰ電話において、ユーザーが使用する端末の場所が変わっても、移動先における
接続に必要な情報をロケーションサーバに対して登録（或いは登録内容の更新）を行うこ
とにより、移動先において一定のＩＰ電話番号を使用することができる。

【図１】 【図２】
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